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10．貝類 


 


【選定・評価方法の概要】 


貝類は、本土部においては 1998年版で対象とされておらず、今回、初めて対象となった


分類群である。対象とした範囲は、ほぼ環境省に準拠して、陸域と淡水域を含む陸水域に


生息する種である。陸水域の一部として、いわゆる干潟にも生息する種も対象としたが、


ハマグリ等の種は対象外とした。また、種小名の確定していない種（sp.で表記したもの；


未記載種や現時点で種レベルでの種名の確定が困難なもの）も対象とした。対象種は、こ


れまでに東京都から分布記録が報告されている種か、東京都産の標本が存在するもののみ


とした。 


貝類では、分布記録は比較的多いが、高度経済成長期以降のものを除き経時的な密度変


化を示すデータはほとんど存在しないので、評価は定性的要件に基づいた。そのため、基


本的に絶滅危惧ⅠA類（CR）と絶滅危惧ⅠB類（EN）の評価を区別しなかった。 


対象とした年代は、明治期以降としたが、具体的には報告の増加する昭和初期（およそ


1930 年代）以降である。なお、目名は学術用語集に、科名・学名等はわずかに新しい見解


で変更したが、環境省のレッドリスト（2007）に準拠した。 


 評価の対象としたものは、およそ陸産種 100 種、淡水産 30 種、汽水・干潟産 20 種程度


で、このうち 71種を検討対象種とした。 


 


【選定・評価結果の概要】 


評価の結果、検討対象種 71種全てが本レッドリスト掲載種に選定された。区部では、汽


水・干潟産種では、干潟の消失等で多くの種が絶滅と判断され、他の生息場所でも選定さ


れた種数が多かった。一方、北多摩地域では、過去の文献と標本が極めて少なく、掲載種


数はわずかとなった。また、淡水産種も近年の環境調査を含む文献・標本とも少なく、多


くの種が高いランクとなった。 


陸産貝類では、小面積でも人為改変が少ないと高い多様性を保っていることは経験的に


も知られており、皇居・高尾山・御岳・日原鍾乳洞付近等がそのような地域と考えられる。


淡水産貝類では、杉並区善福寺公園等でいくつかの種が確認されているが、良好に多数の


種が残存している地域を確認することができなかった。汽水域では、多摩川河口や江戸川


放水路のアシ原やその前面の河口干潟でいくつかの種が生息している。 


貝類でも外来種（移入種）が着実に増加しており、移入のタイワンシジミによる土着の


マシジミの激減も知られている。また、意図的な移入（導入）も淡水産種で比較的多く、


例えば皇居外濠のカラスガイも移入と考えられたので今回は評価の対象としていない。 


（黒住 耐二） 








貝類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


オキナエビス目 ARCHAEOGASTROPODA


ユキノカサ科 Acmaeidae


ツボミガイ Patelloida conulus EX ・ ・ ・ EX NT


ヤマキサゴ科 Helicinidae


ヤマキサゴ Ｗaldemaria japonica ・ ・ VU NT NT


ニナ目 MESOGASTROPODA


ヤマタニシ科 Cyclophoridae


サドヤマトガイ Japonia sadoensis CR+EN － VU － VU NT


タニシ科 Viviparidae


マルタニシ Cipangopaludina chinensis CR+EN － － DD CR+EN NT


オオタニシ Cipangopaludina japonica CR+EN － － － CR+EN NT


ワカウラツボ科 Iravadiidae


カワグチツボ Iravadia elegantula *1 ・ ・ ・ *1 NT


カワザンショウガイ科 Assimineidae


ムシヤドリカワザンショウ Angustassiminea parasitologica DD ・ ・ ・ DD NT


ヨシダカワザンショウ Angustassiminea yoshidayukioi VU ・ ・ ・ VU NT


ミズゴマツボ科 Stenothyridae


ウミゴマツボ
（エドガワミズゴマツボ）


Stenothyra edogawensis *2 ・ ・ ・ *2 VU


ミズゴマツボ Stenothyra japonica DD ・ ・ ・ DD NT


エゾマメタニシ科 Bithyniidae


マメタニシ Parafossarulus manchouricus japonicus CR+EN － － － CR+EN VU


ヘナタリガイ科 Potamididae


クロヘナタリ Cerithidea largillierti EX ・ ・ ・ EX CR+EN


フトヘナタリ Cerithidea rhizophorarum EX ・ ・ ・ EX NT


ヘナタリ Cerithideopsilla cingulata EX ・ ・ ・ EX NT


カワアイ Cerithideopsilla djadjariensis EX ・ ・ ・ EX VU


ウミニナ科 Batillariidae


ウミニナ Batillaria multiformis EX ・ ・ ・ EX NT


イボウミニナ Batillaria zonalis EX ・ ・ ・ EX VU


オカミミガイ目 ARCHAEOPULMONATA


ケシガイ科 Carychiidae


ケシガイ Carychium pessimum － － － NT NT NT


モノアラガイ目 BASOMMATOPHORA


モノアラガイ科 Lymnaeidae


モノアラガイ Radix auricularia japonica VU － － VU VU NT


ヒラマキガイ科 Planorbidae


カワネジガイ Camptoceras hirasei EX － － － EX CR+EN


ヒダリマキモノアラガイ Culmenella prashadi EX － － － EX CR+EN


ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis spirillus CR+EN － － － CR+EN DD


ハブタエヒラマキ Gyraulus illibatus CR+EN － － － CR+EN DD


ミズコハクガイ Gyraulus soritai － － CR+EN － CR+EN VU


トウキョウヒラマキ Gyraulus tokyoensis VU － － － VU DD


ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula CR+EN VU － － CR+EN DD


マイマイ目 STYLOMMATOPHORA


オカモノアラガイ科 Succineidae


コウフオカモノアラガイ Neosuccinea kofui － *3 *3 － *3 VU


ナガオカモノアラガイ Oxyloma hirasei NT *4 *4 *4 NT NT


キバサナギガイ科 Vertiginidae


スナガイ Gastrocopta armigerella armigerella － － *5 － *5 NT


ナタネキバサナギガイ Vertigo eogea eogea － － VU － VU VU


キバサナギガイ Vertigo hirasei － － CR+EN － CR+EN CR+EN


東京都ランク
和名 学名 備考
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


キセルガイ科 Clausiliidae


オオギセル Megalophaedusa martensi ・ ・ VU VU VU 1


オクガタギセル Mundiphaedusa dorcas ・ ・ VU NT NT NT


オオトノサマギセル Mundiphaedusa rex ・ ・ － NT NT NT


ツメギセル Mundiphaedusa rhopalia ・ ・ VU － VU NT


ヤグラギセル Mundiphaedusa yagurai ・ ・ ・ VU VU VU


ヒロクチコギセル Reinia variegata DD ・ ・ ・ DD CR+EN


ベッコウマイマイ科 Helicarionidae


ヒラベッコウ Bekkochlamys micrograpta ・ ・ － DD DD DD


カントウベッコウ Bekkochlamys septentrionalis ・ ・ － NT NT DD


スカシベッコウ Bekkochlamys serenus ・ ・ － DD DD NT


ハコネヒメベッコウ Japanochlamys hakonensis ・ ・ NT NT NT DD


ハクサンベッコウ Nipponochlamys hakusanus ・ ・ － NT NT DD


キヌツヤベッコウ Nipponochlamys semisericata ・ － NT NT NT DD


ヒゼンキビ Parakaliella hizenensis ・ ・ － DD DD NT


ヒメハリマキビ Parakaliella pagoduloides NT － － DD NT NT


カサネシタラガイ Sitalina insignis ・ ・ － DD DD NT


ウメムラシタラガイ Sitalina japonica NT － － NT NT NT


オオウエキビ Trochochlamys fraterna NT － － NT NT DD


タカキビ Trochochlamys praealta ・ － － NT NT NT


ヒメカサキビ Trochochlamys subcrenulata NT － － － NT NT


マサトヨキビ Trochochlamys sp. 1 ・ ・ VU － VU


ニッパラキビ Trochochlamys sp. 2 ・ ・ － NT NT


Camaenidae


ビロードマイマイ
（トウカイビロードマイマイ）


Nipponochloritis oscitans DD － － － DD DD


カントウビロードマイマイ Nipponochloritis pumila kantoensis － － DD DD DD NT


ヤセアナナシマイマイ Satsuma fausta ・ ・ － VU VU VU


オナジマイマイ科 Bradybaenidae


オモイガケナマイマイ Aegista inexpectata ・ ・ ・ CR+EN CR+EN CR+EN


カドコオオベソマイマイ Aegista proba goniosoma ・ ・ NT NT NT NT


コケラマイマイ Aegista mikuriyensis VU ・ NT NT NT NT


トウキョウコオオベソマイマイ Aegista tokyoensis NT － ・ ・ NT NT


コオオベソマイマイ類の一種 Aegista sp. NT － － － NT


ミヤマヒダリマキマイマイ
（タカヤマヒダリマキマイマイ）


Euhadra scaevola ・ ・ CR+EN VU VU VU


カタマメマイマイ Lepidopisum verrucosum DD NT NT NT NT VU


イシガイ目 UNIONOIDA


イシガイ科 Unionidae


タガイ Anodonta japonica CR+EN － － － CR+EN


カラスガイ Cristaria plicata CR+EN － － － CR+EN NT 2


ヨコハマシジラガイ Inversiunio jokohamensis － － － － CR+EN NT


マツカサガイ Pronodularia japanensis CR+EN － － － CR+EN NT


ハマグリ目 VENEROIDA


フナガタガイ科 Trapeziidae


ウネナシトマヤガイ Trapezium liratum EX ・ ・ ・ EX NT


シジミ科 Corbiculidae


ヤマトシジミ Corbicula japonica *6 ・ ・ ・ *6 NT


マシジミ Corbicula leana CR+EN － － － CR+EN NT


マメシジミ科 Pisidiidae


マメシジミ類の一種 Pisidium sp. － － DD － DD


ハナグモリガイ科 Glauconomidae 


ハナグモリガイ Glauconome chinensis DD ・ ・ ・ DD VU


目名は、文部省・日本動物学会（編），1988．学術用語集　動物学編（増訂版）．丸善． に準拠した。


和名、学名、配列は、基本的に以下に準拠し、一部の種に関しては評価者の見解に従った。


環境省報道発表資料　平成19年8月3日　哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリストの見直しについて　


http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8648


和名 学名
東京都ランク


備考


ナンバンマイマイ科
（ニッポンマイマイ科）
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【備考】


1：区部において目黒区内の人家で確認されたことがあるが、移入と考えられるため、評価対象から除外した。


2：区部において皇居で確認されている個体群は移入と考えられているため、評価対象から除外した。


【留意種とした理由】


和名


北多摩


内湾潮下帯泥底の環境を指標するため。


汚染の少ない水際の環境を指標するため。


内湾泥底の指標種である。東京都の個体群は本種の模式産地である千葉県市川市とも
隣接し連続した海域に生息するものである。本種には、分類学的な検討の未了な近縁種
の存在も知られており、模式産地の個体群は貴重であると考えられるため。


河川敷という撹乱程度の大きな水辺の環境を指標するため。


区部


地域区分 留意種とした理由


ヤマトシジミ


本土部


北多摩


区部


本土部


本土部


*1


南多摩


西多摩


南多摩


区部
カワグチツボ


スナガイ


南多摩


本土部


本土部


草原的な環境を指標するため。ただし、国内移入の場合もあるため、今後の動態を見る
必要がある。


河口汽水域の指標種であるため。ただし、移入群も多いと考えられるので、今後の動態を
見る必要がある。


*6


ウミゴマツボ
（エドガワミズゴマツボ）


コウフオカモノアラガイ


ナガオカモノアラガイ


*2


*3


*4


*5
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